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第５章・楽しい旅を演出する会話術ネタ集
	1．电线杆上的红白色箭头
	1．電柱上の紅白の矢

	看过电影《非诚勿扰》的游客可能已经知道，这些树立在道路两边的箭头的主要功效，是标示道路宽窄。箭头的专业名称叫做“固定式视线诱导柱”，在夜间以及冬季吹雪时，可以为司机指明道路、避免交通事故的发生。这些箭头也是雪国北海道特有的一道路边风景。
据称，每一根箭头的造价都在20万日元到30万日元之间。因此一旦出现交通事故，对这些箭头造成毁坏的话，赔偿金额也是相当高的。
	「狙った恋の落とし方。」を観たことのあるお客様は、この道路の両側に立っている矢印が道路の広さを示すものということを知っているかもしれません。矢印は専門用語で「固定式視線誘導柱」と呼ばれて、夜間及び冬季の吹雪時の運転手に事故の発生を防ぐ為に道路を明示しています。雪国北海道特有の道路脇の風景でしょう。
一本の矢印が20万円から30万円するそうです。交通事故で壊したりすると弁償額が結構高いです。


	2．颜色不同的汽车车牌
	２．色の違う車のナンバープレート

	日本的机动车车牌有四种颜色——白色、黄色、绿色和黑色。颜色的差异主要是根据车的用途和排气量的不同划分的。
一般而言，私家车的车牌颜色是黄色和白色，排量在0.66升以下的为黄底黑字；0.66升以上的为白底绿字。货车或者出租车等业务用车的车牌颜色为黑色和绿色，排量在0.66升以下为黑底黄字；0.66升以上的为绿地白字。
此外，从1999年起汽车的车牌号码也变得可以自由选择。车主可以按照自己的喜好，选择四个喜欢的数字组合。而且，因为日本人对“6”和“8”等数字没有特别的喜好，所以大多数中国人喜欢的“1688”、 “ 8888”等吉利车牌号，和其他的号码一样只需几千日元就可以申请到。不知道这会不会让中国车主比较羡慕呢。
	日本の自動車のナンバープレートは4色あります。－白、黄色、緑、黒。これは主に車の使用目的と排気量によって分けられています。
一般的に自家用車のナンバープレートは白か黄色で、排気量が660cc以下の自家用車は黄色地に黒の文字で、660cc以上の白地に緑の文字で、貨物車やタクシー等の営業車の場合、排気量が660cc以下では黒字に黄色い文字、660cc以上は緑字に白い文字で書かれています。
この他1999年からナンバープレートの番号が自由に選択できるようになりました。車のオーナーは自分の好みによって好きな４つ数字の組み合わせができるようになりました。日本人は６や８等の数字が特別に好きなわけではないので、多くの中国人が好む１６８８や、８８８８等のラッキーナンバーは他の番号と同じく数千円で取得することができます。中国人にはうらやましいでしょうか。



日本のナンバープレートの分類
	白地緑字
：自家用
緑地白字
：事業用
	1、10～19、100～198
	普通貨物車（トラック）

	
	2、20～29、200～298
	普通乗合車（バス）

	
	3、30～39、300～398
	普通乗用車
（定員10名以下、排気量2000cc超）

	
	4、40～49、400～479
	小型貨物車（排気量2000cc以下）

	
	5、50～59、500～579
	普通乗用車（排気量2000cc以下）

	
	7、70～79、700～77
	普通乗用車（排気量2000cc以下）

	
	0、00～09、000～098
	建設機械

	黄地黒字：
　自家用（軽）
黒地黄字：
　事業用（軽）
	40～49、480～498、680～698
50～59、580～598、780～798
80～89、880～898
	軽自動車（排気量660cc以下）


＊レンタカー用のひらがなは、「れ」と「わ」で表されています。
＊租赁车的日文平假名表示，为“れ”和“わ”。
	3．女孩16岁，男孩18岁就可以结婚
	３．女性は16歳、男性は１８歳で結婚できます。

	日本的法定结婚年龄早于中国。按照日本相关的法律规定，女孩满16周岁，男孩满18岁即可结婚。不过，因为日本的成人年龄为20周岁，所以如果是不满20岁结婚的话，必须事先征得父母同意。
但实际上，日本选择晚婚的人越来越多，导致现在日本的平均结婚达到30岁左右。同时，在农村地带则面临严重的“结婚难”的问题。中国女性嫁过来做“国际新娘”的事例屡见不鲜。

	日本の法律で定められた結婚できる年齢は中国より若いです。日本の法律では、女性は満１６歳、男性は満１８歳で結婚できます。しかし、日本では成人年齢は２０歳です。そのため、２０歳以下の結婚には事前に両親の同意が必要です。
しかし、実際には日本人の晩婚化が進み、結婚する平均年齢は30歳前後です。同時に、農村地帯では深刻な「結婚難」に直面しています。中国から来た女性が嫁いで来るケースもあります。


	4．日本的胶囊酒店
	４．日本のカプセルホテル

	大家可否听说过“胶囊酒店”？被叫做“胶囊酒店”，是因为这些酒店的房屋设计与胶囊药粒的形状一模一样。在这种酒店内，长椭圆形的房间内仅有一张床、一台小电视和一盏台灯，只能容下一个人睡觉。洗手间和浴室则全部公用。在东京、大阪等交通便利的地方，这种“胶囊酒店”格外多。
日本的第一家胶囊酒店于1979年在大阪开业，后来经过电视介绍，在日本全国范围内展开。因为价钱只有普通酒店的一半左右，所以格外受那些临时出差的日本工薪族男士欢迎。直到现在，这种极具日本特色的“胶囊酒店”仍有自己固定的客户群。偶尔，也会有受好奇心驱使前来一探究竟的海外游客。

	「カプセルホテル」って知っていますか？「カプセルホテル」はホテルの部屋のデザインと飲み薬にカプセルの形態が同じなので、このように呼ばれています。長い楕円形の部屋には1台のベッド、1台の小さなテレビ、１台の電気スタンドしかなく、一人が寝られるだけです。トイレも浴室も全て共同で使用するものです。特に東京、大阪など交通便利な場所に多くあります。
第一号のカプセルホテルは１９７９年に大阪に開業し、その後テレビで紹介され、全国的に広がりました。価格が普通のホテルの半分程度なので、出張のサラリーマンに人気です。現在でも日本特有の「カプセルホテル」固定の客層があります。時々、好奇心に駆られて来る海外の旅行客もいます。


	5．100万日元一只的哈密瓜
	５．１玉１００万円のメロン

	说起北海道的夏季美味，不得不提到哈密瓜。
哈密瓜是北海道夏季必不可少的一道水果。尤其是夕张生产的“夕张哈密瓜”，更是日本国内的水果名牌。夕张哈密瓜的收获季节为7月至9月之间。每年到收获季节，札幌市内的百货店都会参加夕张哈密瓜的拍卖活动，初次采摘的哈蜜瓜有时甚至可能会被叫价到100万日元。
北海道还有很多用夕张哈密瓜制成的果冻、冰激凌等，也十分受道民和游客的欢迎。
	北海道の夏の味覚と言えばメロンを上げないわけにはいきません。
メロンは北海道の夏には欠かせない果物です。特に夕張メロンは日本の果物のブランドです。夕張メロンの収穫期は７月から９月です。毎年メロンの収穫期になると札幌市内のデパートは市内にデパートは夕張メロンの競売に参加します。初めて収穫されたメロンには１００万円もの値段が付けられます。
北海道には夕張メロンで作ったゼリーやアイスクリームがあり道民の人気を集めています。


	6．日本的自动售货机
	６．日本の自動販売機

	自动售货机几乎已经成为日本人生活中不可缺少的必需品之一。截至2008年底，日本全国的自动售货机数量多达500多万台，日本也以每23人就拥有一台自动售货机的数量位居全球之首。
自动售货机主要以销售饮料、零食和香烟为主，其中饮料售货机的数量约为230万台左右，产品售价几乎与便利店相同。在一些农业区域，偶尔也能看见售卖蔬菜和鸡蛋的自动售货机。
	自動販売機は日本人に生活には欠かせない必需品の一つです。2008年末までで日本には500万台以上の自動販売機があり、日本人の23人に一台の割合であるということになり、世界でも一番です。
自動販売機で売られているものは、飲み物や、軽食、煙草が主なもので、そのうち、飲み物用の自動販売機は約230万台です。コンビニでも価格はほぼ同じです。一部の農村では、たまに、野菜や卵を売っている自動販売機もあります。


	7．观光狐狸
	7．観光狐

	在北海道时常可以见到野生的北狐。这些北狐有时甚至会为找寻食物而出现在路边，或者钻到停车场探出脑袋直接向人类索要吃食。这种狐狸被北海道人俗称为“观光狐狸”，经常会让游客忍不住用随身携带的零食喂食这些可爱的野生小狐狸。
但实际上，这对野生狐狸的成长并没有好处。因为野生狐狸一旦养成从人类那里获得食物的习惯，自身的捕食能力就会下降。当冬季游人稀少而不得不靠自身力量寻找食物时，将变得格外困难，甚至面临生存问题。
	北海道ではよく野生のキタキツネを見かけます。これらのキツネは時には食べ物を探しに道路に出てきたり、停まっている車に頭をつっこんで食べ物を求めるのもいます。こういったキツネは北海道では「観光キツネ」と呼ばれます。この野生のキツネもそのかわいさでから観光客は持っているおやつなどを与えたくなります。
しかし、実際こういったことは野生にキツネの成長にとって良いことではありません。なぜなら、野生のキツネは一度人から食べ物を貰う習慣がつくと、自分で食物を得る能力が低下するからです。冬、観光客が少なくなり、自分の力をたよりに食物を探さなければならないときは、特に困難で、死活問題にもなります。


	8．日本酒
	8．日本酒

	日本酒是世界上少见的“既可以冷着喝也可以温着喝”的酒，一年四季皆可按照自己的喜好进行调配。
按照日本酒税法规定，只有用米制成并且经过过滤手续后制成的酒，才能被称之为“日本酒”。和中国的酒相比，酒精量在16%左右的日本酒度数并不高，与绍兴酒与黄酒相仿，但后劲十足。
此外，根据米种类的不同，日本酒的口味也千差万别。从高级到低级的排位分别是：大吟醸、吟醸、本醸造、纯米酒和普通酒。
经常被提及的“清酒”，实际上是排位最低的普通酒，这可能也是海外游客觉得日本酒不好喝的一个原因吧。

	日本酒は「冷たくしても熱くしても飲める」世界でも数少ない酒で、四季を通じて自分の好みに合わせて配分できます。
酒税法により、米を使い濾過するという手順を経て製造された酒のみを日本酒と呼ぶことができます。中国の酒と比べるとアルコールは１６％前後で決して高くはありません。紹興酒や黄酒と似ていますが、日本酒は後味に満々たるものがあります。
この他に、日本酒は米の種類が違えば、味も千差万別です。ランクの高いものから低いものまで「大吟醸」「吟醸」「本醸造」「純米酒」「普通酒」に分けられます。
よく言及される「清酒」は実際には最低ランクに位置付けられている「普通酒」で、このことが、海外の観光客が日本酒をおいしくないと感じる原因かもしれません。


	9．如果万一遇到熊
	9．万が一クマにであったら

	经常听到的一种说法是装死，因为熊对死人没有兴趣。但实际上这个招数未必管用。因为曾有北海道的一名男性在钓鱼时遇到黑熊后采取了装死的办法，结果被熊拽住衣服甩来甩去以确认是否是真死。
还有人说因为熊怕蛇，所以可以甩动皮带让熊误以为是蛇而不敢上前。但实际上熊抵触的是蛇的味道而非体态，所以这个招数恐怕也不会太有效果。
最管用的招数是，将随身携带的东西一件一件地扔在路上，分散熊的注意力。熊是好奇心很强的动物，会被这些东西吸引，趁此机会逃跑才是最可靠的办法。同时逃跑时记得不要跑直线，不要上树，因为体态巨大的熊虽然在跑动时转身比较困难，但却是直线跑和上树的能手。
	よく言われるのは、クマは死んだ人には興味がないので、死んだふりをするという方法です。しかし、実際にはこの方法が役に立つとはかぎりません。北海道で１名の男性が釣りに行ったときにクマに出会い死んだふりをするという方法を取りました。結果、クマに本当に死んだかどうか確かめるために、振り動かされました。
クマは蛇を恐れるので皮ベルトを振り動かすと、蛇がいると誤解させ前に出てこさせないようにすることができると言う人もいます。しかし実際、クマが嫌うのは蛇の味であって、体つきではないので、この方法は役に立ちません。
最も効果があるのは、身につけている品物をひとつひとつ路上に投げ、クマの注意力を分散することです。クマは好奇心がとても強い動物なので、こうした品物に注意を惹きつけている間に逃げるのが最も役に立つ方法です。同時に逃げるときに真っすぐに走ってはいけません、木に登るのもいけません。なぜなら、巨大なクマには体の向きを変えるのは難しいことですが、真っすぐに走ることや木に登ることは特意だからです。


	10．冬季服装的准备
	10．冬の服装の準備

	“去北海道旅游应该准备什么样的衣服？”这恐怕是令很多游客踌躇的一个问题。
北海道不同地区的气候差异很大，全年气候冷凉湿气较低。旅游多是去山间与水边这些远离城市的地方，所以夏秋时节最好准备一件随时可以外披的单衣。
冬季时更要格外注意，除了厚外套之外，围巾、帽子和手套等也是必不可少的保暖物件。同时需要注意的是，因为房间内的温度设定一般都比较高，所以里面的衣服最好不要穿太厚。
就北海道的两个旅游季节而言，12月、1月和2月道央地区降雪较多，十胜和道东地区的平均气温都在0摄氏度一下，此时外出最好“全副武装”同时注意给鞋进行防滑处理；6月到8月期间，白天在市区内可以穿半袖外出，但在山间湖畔游玩以及傍晚外出时，最好多穿一件薄上衣。自8月中旬起气温会骤然下降，长袖是最合适的装扮。
	｢北海道へ旅行するときはどのような服装をするべきか？」これはおそらく多くの観光客が迷う問題です。
北海道は地域によって気候の差が大きく、一年を通じて気候は冷涼で湿度は比較的低いです。観光地は都心から離れた山や水辺が多いので、夏や秋でも外ではおれる薄手の服を持っていったほうが良いでしょう。
冬はとりわけ注意が必要です。厚手のコート以外マフラー、帽子、手袋は欠かせない保温アイテムです。同時に注意しなければならないことは、一般に室内の温度は高く設定してあるので、室内では厚着しすぎないことです。
北海道の旅行シーズンについて言えば、１２月、１月と２月は道央地区では降雪量が比較的多く、十勝と道東は平均気温が摂氏０度以下になるので、この時期外出するときは全部揃えた全身武装で行くのが良いでしょう。同時に靴に滑り止めをつけなければなりません。６月から８月は、日中は半袖でも外に出られますが、山間部や湖畔に遊びに行く時や、夜間外出時は薄手の服を１枚着た方が良いでしょう。８月中旬から気温は突然低くなるので、長袖を着るのが適切でしょう。


	11．北海道民的冬季防滑靴
	11．北海道民の冬の滑止め靴

	    从12月到次年3月，大多数北海道人都会穿专门的“冬靴”外出。
所谓的“冬靴”，是指那些鞋底花纹较深，经过特殊防滑处理的鞋。北海道冬季路面湿滑并且积雪较多，普通的鞋底很容易滑倒。所以在机场或者JR车站等地方，都有销售绑带式、或者一次性黏贴式等防滑鞋底，价格大概在500日元到1000日元之间，对游客来讲十分方便。同时，一些鞋店也提供专门的防滑鞋底加工服务。
当然防滑鞋底也并非万无一失，冬季行走在北海道的路上，一定要注意尽量迈小步伐，并且踩实每一步。

	　12月から翌年の３月まで、大多数の北海道民は専用の「冬靴」を履いてでかけます。
いわゆる「冬靴」とは靴底に深い溝がある、『滑り止め」処理を施した靴のことです。空港やJRの駅では滑り止のベルトや一時的な粘着式靴底が売られており、価格は５００円から１０００円の間で、観光客にはとても便利です。同時に、一部の靴店では滑り止め加工のサービスを提供しています。
もちろん、滑る止めの靴底は充分に確かなものであるというわけではないので、北海道では冬に道を歩く時、できるだけ小股で一歩一歩しっかりと歩くように注意が必要です。


	12．寺庙、神社和教堂
	12．寺院、神社、教会

	    不知道大家是否还记得电影《非诚勿扰》中葛优见庙就拜，结果误闯入黑社会葬礼的镜头。这个片段其实也反映出日本人的一个文化习俗——在寺庙办葬礼。
婴儿出生时去神社参拜；成年后在基督教堂举行婚礼；死后在佛教的寺庙办葬礼——多种宗教习俗混杂在一起，对日本人来说并不算新鲜事。在日本，神教与佛教共存已被一般日本人广为接受。大多数日本人，在人生的不同时期，都会拜访神社和寺庙两个地方。此外，基督教等外来宗教的影响也对日本文化有不大不小的影响。
	映画「狙った恋の落とし方。」の中でグー・ヨウがお寺を見てからすぐに参拝し、結果ヤクザの葬式に闖入してしまった場面を覚えているでしょうか。この場面は日本人のひとつの文化と風習を反映しています。お葬式をお寺で行う日本人の文化風習を反映しています。
日本人は、赤ちゃんが生まれたときは神社で参拝をし、大人になったら教会で結婚式をおこない、死んだら仏教の寺院で葬式を行います。日本人にとっては多くの宗教や風習が混在するのは珍しいことではありません。日本では、神道と仏教の共存は広く日本人に受け入れられています。大多数の日本人は人生に異なる時期において神社と寺院の両方を参拝します。この他、キリスト教など外来の宗教も日本の文化に大小の影響を与えています。


	13．温泉入浴规则
	13．温泉に入るときのきまり

	    温泉是火山带给日本最好的礼物。日本人视泡温泉为生活的一大享受，因为泡温泉的规矩和讲究也格外多。“入乡随俗”，遵守如下这些规则，泡温泉的时候说不定会感觉更惬意。
■进入浴池前，首先要先在池外将身体冲洗干净；
■冲洗时请一定坐在水龙头的凳子上冲洗；
■进入浴池后，可将毛巾放在浴池边或褶起来放在头顶上，但请不要将毛巾放入温泉池内；
■不可在温泉池内使用香皂或洗发液；
■穿浴衣时，请一定将浴衣的左襟压在右襟之上。因为反方向是葬礼时已故人的服装穿法。
	温泉は火山帯が日本にもたらした贈り物です。日本人にとっては温泉に入ることを生活の中の大きな楽しみの一つです。このため、温泉に入る時に守らなければならないルールが沢山あります。「郷に入ったら、郷に従え」以下のきまりを守れば、より気持ちよく温泉に入れるかもしれません。
■湯船にはいる前に、まず湯船の外で体を洗って清潔にする。
■体を洗い流す時、必ず水道の前の椅子に座る。
■湯船に入ったあとは、タオルは湯船の周りに置くか頭に載せる、但し、タオルは温泉の湯船に入れない。
■温泉の湯船の中で石鹸を使って体を洗ってはいけない。
■浴衣を着る時は左の襟を右の上に出す。逆にすると、葬式の時、亡くなった人に着せる時の方法になる。


	14．不会砍价的日本人
	14．値切らない日本人

	世界各地都认识是理所当然的“砍价”行为，在日本人看来却是不可思议的一件事。
这与日本的商品价格规定有很大关系。因为同样的东西，无论是在日本的哪里价格差异都不会很大，有些价格甚至是一模一样的。比如最受游客欢迎的“白色恋人”饼干，无论是在机场还是在室内的普通商店，价格几乎没有差别。这也逐渐养成了日本人买东西不讨价还价的习惯。
不过最近或许与经济状况有关，开始尝试在电器店等地方讨价还价的日本人逐渐增多，电视媒体上也会传授一些如何讨价还价的窍门，但更多的日本人仍然不习惯在别人面前就价格进行争执，砍价时会觉得“不好意思”。
	世界の何処に行っても、値切り行為は、当たり前のことです。しかし、日本人にとっては、理解できない不思議なこととされています。これは日本の商品価格の設定状況と大きな関係があります。なぜなら同じ物であれば、日本のどこに行っても値段の違いがほとんど無いか、あるいは全く同じなのです。例えば、観光客からの人気が最も高いお菓子“白い恋人”は、空港であろうと、普通の屋内商店であろうと、値段に差は全くありません。こうして日本人は買い物をする際に値切らないという習慣を徐々に生み出してきたのです。
しかし、最近は経済状況の関係からか、電器店などのお店で値切りを試す日本人が徐々に増えてきています。テレビメディア上でもどう値切るのかのコツを教えるようになっています。しかし多くの日本人は依然として人前で値切ったり、言い争いをすることになれていません。値切っている時は、どうしても“決まりが悪い”と感じてしまうのです。


	15．不喝白开水与不剩吃的日本人
	15．白湯を飲まず食べ残しをしない日本人

	    去日本的餐厅吃饭，即使在冬天，服务员最先端上来的往往也可能不是熟悉的热茶，而是一杯冰凉凉的水。
这并不非自己运气不好误撞进了服务态度冷淡的店。而是因为在日本，无论高级酒店还是街边小馆，为客人送上一杯冰水几乎已成为服务的第一步。在日本人看来，冰冰的凉水是一种很好喝的东西。同时日本各处没有提供热开水的习惯，在日语中开水与温泉水都被叫做“汤”，大多数日本人除非身体不舒适，否则几乎没有喝开水的习惯。
此外，日本人在外出就餐或者到别人家做客时，一定会把自己的食物吃得干干净净，因为剩下食物是对做饭或者请客人的一种不礼貌——这与中国人略微剩些食物，以表示“您预备的食物很丰盛”的习惯正好相反。
	日本のレストランに食事に行くと、例え冬でも、店員はまず初めに、お茶ではなく、冷たい水を持って来ます。
これは決して運が悪く、サービス態度の悪い店に間違って入ってしまったからではありません。日本においては、高級なホテルであろうと街角の定食屋であろうと、お客様に出すお冷は、サービスの第一歩である基本的なことなのです。日本人から見れば、冷たいお冷は、美味しい飲み物なのです。同時に、日本のどこに行っても、お湯を提供する習慣はありません。日本語では、沸かした水も温泉も、“湯”と呼ばれています。多くの日本人は体の調子が悪くない限り、お湯を飲むことはほとんどありません。
また、日本人は外出して食事をしたり、もしくは他人の家に招待された際は、必ず出された食べ物をすべて残さず食べます。なぜなら食べ残しをすることは料理してくれた人、もしくはお客として呼んでくれた人に失礼になるからです。――これは中国人が料理をわずかに残すことによって、「あなたが準備してくださった料理は十分な量でしたよ」と相手に伝える習慣とまったく正反対のことです。


	16．喜欢排队的日本人
	16.並ぶのが好きな日本人

	    餐厅、收银台、电梯间、洗手间、ATM等地方，经常有需要排队等候的情况。在日本，大家默不作声地排队一个小时甚至更长时间，几乎已成为生活中常见的一景。以至于在外国人看来，日本人似乎格外喜欢排队。
这是因为日本人从孩童时代起，就不断地被灌输“遵守集体生活的纪律，安静地按顺序排队等候”的思想。而餐饮店和娱乐设施前，等候队伍的长短也成为一般人判断此处人气高低的标准之一。但最近，不愿意排队等候的日本人也越来越多。不过整体而言，相比于其他国家，日本仍然可以说是一个喜欢排队的国家。
	レストラン、レジカウンター、エレベーター、お手洗い、ATMなどの場所では、常に列に並んで待たなければならない状況に出くわします。日本では、1時間、もしくは更に長い時間を、誰もただ黙って並んでいます。それは、通常の生活においてよくある光景となっています。外国人は、日本人はまさに列に並ぶことが、好きな人達であると思うでしょう。
これは、日本人は、子供の頃から絶えず、集団生活においての規律を守り、静かに順番通りに並ばなければならないという教えを叩き込まれているからです。レストランや娯楽施設の前において、列の長さは人気が有るのか無いのかを判断する尺度の一つにさえなっています。しかし、最近は並んでまで待ちたくないと思う日本人も増えてきています。しかし全体的に言って、その他の国家と比べると、日本は依然として並ぶのが大好きな国なのです。


	17．女中学生的迷你制服裙
	17.女子中高生のミニスカート制服

	    日本学生上学时必须身穿制服。既为表明学校所属，也可以使同一学校的学生不会因为家庭经济状况不同，而导致服装上有太大差别。此外，因为日本20岁以下的未成年人不可吸烟饮酒，所以身穿校服，也能起到随时被社会监督的作用。
但对于年轻爱美的女孩子而言，墨守成规的制服显然“不够可爱”，尽量让制服不像制服的办法，则只有调整短裙的长度。在北海道，即使是气温在零度以下的冬天，也经常可以看到身着迷你短裙的女中学生。以至于日本人自己也经常会说，虽然北海道温度低于本州，但北海道女生的裙子长度却完全不输给本州。
	日本の中高生は、登校の際は必ず制服を着なければなりません。学校に所属していることを表すためでもあり、また、同じ学校の生徒が家庭の経済状況の違いによって、服装に大きな違いが出てはならないという理由からです。さらに、日本の20歳以下の未成年はタバコと飲酒は禁止ですから、そのため制服を着ることによって、随時社会から監護されるという効果があるのです。
しかし、おしゃれ好きの若い女の子にとっては、古臭く窮屈な制服は明らかに“可愛くない”ため、出来るだけ制服を制服らしく見えないように工夫します。とは言え、結局はミニスカートの長さを調節するだけなのですが。
北海道では、例え気温が零下まで下がった冬の日でも、常にミニスカートを穿いた女子中高生を見かけることができます。日本人でさえもよくこう言います。「北海道は気温では本州より低いが、北海道の女子中高生のスカートの長さは決して本州に負けることは無いよ」、と。


	18．越来越少的街边垃圾箱
	18．ますます減少する街頭のゴミ箱

	来日本旅游的中国游客往往会有日本垃圾箱太少的感觉。这是因为按照日本的相关规定，垃圾箱的管理清扫，必须由设置地的区役所等地方相关机构来负责，同时还需要有大量的清扫力量。但因为目前投入垃圾箱清理方面的预算减少，所以相应地垃圾箱的数量也越来越少。加之近几年为预防恐怖事件发生，很多地方甚至干脆放弃了设置垃圾箱。
	日本へ観光に来た中国の観光客は、ともすれば、日本はゴミ箱が少ないと感じることでしょう。これは日本の関連する規定によって、ゴミ箱の管理清掃は、必ず設置された場所の区役所等の地方関連機関が責任を負わなければならず、同時に、多くの清掃コストが必要とされているからです。さらに、目下ゴミ箱の清掃方面に計上される予算が削減されているため、それに相応するように、ゴミ箱の数もますます減らされてきているのです。加えて近年テロなどの凶悪犯罪の発生を防ぐため、手っ取り早くゴミ箱の設置自体を止める場所も増えています。


	19．日本电压为什么是100伏？
	19.日本の電圧はなぜ100Ｖ

	日本电器产品全球知名，但很多东西却“只能看不能买”——这是因为日本的额定电压是100伏。如果没有变压器，很多日本产的电器产品在中国220伏电压的环境下是无法使用的。
据说这是因为在明治时代，受自身技术发展的限制，日本从世界很多国家输入了发电机，导致出现不同地区使用不同电压的现象。1914年，日本政府决定统一电压。当时，日本很多家庭使用的电灯泡的电压是100伏。而且因为当时的电灯泡还属于高价商品，所以为了延长电灯泡的使用年限，日本政府将电压统一设定成了100伏，并且沿用至今。
不过现在随着科技进步和日本一些大品牌的全球化发展，很多电器的额定电压都设置成为了100～220伏，基本不会影响正常使用。
	日本製の電化製品は全世界に知れ渡っています。しかし多くはただ「見るだけで買うことはできません。」――なぜならそれは日本の規定の電圧が100Vであるからです。もし変圧器が無かったなら、多くの日本製の電化製品は中国の220V電圧の環境下で使用することはできません。
それは、明治時代、日本は、国内の技術には限界があったので、世界の多くの国から発電機を輸入し、その結果、異なる場所で異なる電圧が使われるという現象が起きました。1914年日本政府は電圧を統一することにしました。当時、日本の家庭で使われていた電球のこれは1920年代に電圧を設定する際に、当時、多くの日本で使用されていた電灯は100Vでした。しかも、当時は電球が高価な商品だったので、電球の使用年限を長くするために、日本政府は電圧を100Vに統一することに決め、それが現在にまで至っています。
ただ現在科学技術の進歩と日本の有名電器メーカーのグローバル化により、多くの電化製品の規定電圧が100～220Vに設定されており、基本的には通常の使用においては影響が見られなくなりました。


	20．饺子不是主食而是菜。
	20．餃子は主食ではなくおかず

	    饺子是从中国传入日本的一道菜肴。但经过日本人的演化，日本饺子与中国的“原装饺子”相比已发生了很大变化。首先，日本的饺子皮几乎都是机器制成的；其次，“饺子”这个词对日本人而言，意味着“煎饺”而不是中国人习惯的水饺。另外因为饺子中有菜有肉，所以在大多数日本人的观念中，饺子是配菜而不是主食。在一般的日本餐馆中，经常可以看到边吃饺子边吃米饭的日本人。
	餃子は中国から日本に伝わった料理です。ただ日本人により手が加えられ変化し、日本の餃子は中国本来の餃子と比較すると、大きな違いが生じています。まず日本の餃子の皮はほとんど機械によって作られています。さらに、“餃子”この言葉は日本人にとっては、焼餃子を意味しますが、中国人にとっては、昔から食べ慣れている水餃子のことなのです。また餃子の中には肉や野菜が含まれているため、通常の日本のレストランにおいては、餃子を食べながら、ご飯を食べている日本人を日常的に見かけることが出来るでしょう。


	21．为什么在日本经常要脱鞋？
	21．なぜ日本ではいつも靴を脱ぐの？

	    “为什么要脱鞋？”这可能是外国游客来到日本后最容易提出的疑问之一。餐馆、商场试衣间甚至观光景点，日本很多地方都会要求到访游客脱鞋。
在公共场所脱鞋——这种在中国以及欧美等国家被认为极不礼貌的行为，在日本却被认为是极其寻常的举动。这是因为日本大部分地区高温多湿气，长时间穿鞋容易滋生脚气等疾病，偶尔脱鞋换气可降低换脚气的几率。
另外，传统的日本家庭都是榻榻米设计，这也养成了日本人进门脱鞋的习惯。北海道虽然气候条件与本州不同，但作为一种文化沿袭，脱鞋的习惯也流传到了北海道。
	「なぜ靴を脱がなければならないの？」これは外国からの観光客が日本に来て最も疑問に思うことの一つでしょう。レストラン、衣服店の試着室、ひいては観光地でさえも、日本の多くの場所では、観光客は靴を脱ぐように求められます。
公共の場所で靴を脱ぐことは、中国や欧米等の国々においては、一種の極めて失礼な行為と見なされていますが、日本においては、逆に極めて自然のふるまいであるとされています。これは日本の多くの地域が高温多湿で長時間靴を履いていると水虫などの病気を引き起こすためで、たまに靴を脱いで、外気に当て乾燥させることによって水虫に罹る危険性を下げることが出来ます。
さらに、伝統的な日本の家庭にはみな畳が備え付けれられており、これが日本人の家に入ると靴を脱ぐ習慣を養いました。確かに北海道は気候条件が本州とは違うのですが、一種の文化踏襲として、靴を脱ぐ習慣は北海道にも伝わったのです。
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